
令和７年度石川県保険者協議会作業部会 

日時 令和７年４月２５日（金）１４時～ 

場所 石川県地場産業振興センター 

新館５階「第１２研修室」 

次 第 

１ 開 会 

２ 石川県保険者協議会について 

３ 協議事項 

（１）石川県保険者協議会作業部会部会長、副部会長の選任について

（２）作業部会への付託事項について

１） 特定健診受診等啓発ポスター作成について

２） データヘルス等推進事業の充実について

（３）その他



職　 　名

北 國 Ｆ Ｈ Ｄ
健 康 保 険 組 合

常 務 理 事 嶋 正 巳

北 陸 鉄 道
健 康 保 険 組 合

常 務 理 事 伊 藤 尋 也

津 田 駒 工 業
健 康 保 険 組 合

常 務 理 事 服 部 恒 一

全 国 健 康 保 険 協 会
石 川 支 部

企画総務グループ長補佐 島 田 なおみ

全 国 健 康 保 険 協 会
石 川 支 部

保 健 グ ル ー プ 長 補 佐 香 西 進 介

公 立 学 校 共 済 組 合
石 川 支 部

教育政策課 福利厚生室係長 太 田 徹 欠席

金 沢 市
市 民 局

保 険 年 金 課 庶 務 係 長 村 田 寛 幸

珠 洲 市 市 民 課 主 幹 兼 係 長 井 田 喜代美 欠席

白 山 市
健 康 福 祉 部

いきいき健康課 課長補佐 今 川 和 子

津 幡 町
町 民 生 活 部

町 民 課 専 門 員 木 村 敬 一

石 川 県 医 師
国 民 健 康 保 険 組 合

総 務 係 長 川 岸 圭 子

石 川 県 後 期 高 齢 者
医 療 広 域 連 合

健 康 推 進 課 長 寺 西 衣 姫 欠席

石
川
県
健

石 川 県
健 康 福 祉 部

健 康 推 進 課 専 門 員 太 田 真理子

石川県国民健康保険
団 体 連 合 会

健 康 づ く り 支 援 課 長 荒 木 早 苗

《 事務局 》

職　 　名 備 考

健 康 づ く り 支 援 課
担 当 課 長

前 田 理 子

健 康 づ く り 支 援 課
担 当 課 長

奥 野 弘 之

健 康 づ く り 支 援 課
健 康 づ く り 係 長

中 本 悠

石川県保険者協議会作業部会委員名簿

区　 　分 所　 　属

委　 　員

任期　令和７年４月１日～令和９年３月３１日

氏　 　名

備 考

石 川 県 国 民 健 康 保 険 団 体 連 合 会

所　 　属

国 民 健 康 保 険
団 体 連 合 会

石 川 県

健康保険組合連合会
支 部 等

氏　 　名

後 期 高 齢 者
医 療 広 域 連 合

共 済 組 合 保 険

国 民 健 康 保 険

全国健康保険協会

随行
健康保険組合連合会

石川連合会
事務局長 髙島淳



石川県保険者協議会設置運営規程 

（目的） 

第１条 石川県保険者協議会（以下「協議会」という。）は、石川県内の保険者

（高齢者の医療の確保に関する法律（昭和５７年法律第８０号）第７条第２

項に規定する保険者及び都道府県後期高齢者医療広域連合をいう。以下同じ。）

の加入者に係る健康づくりの推進に当たり、保険者間の問題意識の共有や、

それに基づく取組の推進等を図るとともに、石川県医療費適正化計画の策定

または変更、同計画の実施についての石川県への協力、石川県医療計画の策

定または変更に当たっての意見提出等を行うことを目的とする。 

 （事業） 

第２条 協議会は、前条の目的を達成するため、次の事項について協議を行う

ものとする。 

（１） 特定健康診査等の実施、高齢者医療制度の運営等に関する保険者その他

の関係者間の連絡調整

（２） 保険者に対する必要な助言または援助

（３） 医療に要する費用等に関する情報についての調査及び分析

（４） 医療費適正化計画の策定及び変更に関し、保険者協議会において行った

調査及び分析の結果等に基づく意見提出

（５） 医療費適正化計画の実施についての石川県への協力

（６） 医療計画の策定変更に関し、保険者協議会において行った調査及び分析

の結果等に基づく意見提出

 （構成） 

第３条 協議会は、石川県内の次の区分からの推薦による委員をもって構成す

る。 

（１） 石川県を代表する者 ２名 

（２） 健康保険組合連合会支部等を代表する者 ３名 

（３） 全国健康保険協会石川支部を代表する者 ３名 

（４） 国民健康保険の保険者たる市町及び石川

県医師国民健康保険組合を代表する者  ５名 

（５） 国民健康保険団体連合会を代表する者 １名 

（６） 共済組合支部を代表する者 １名 

（７） 後期高齢者医療広域連合を代表する者 １名 

２ 協議会は、医師会、歯科医師会、薬剤師会、看護協会及び栄養士会を代表

する者、学識経験者並びに企業及び大学等の関係者等の参画及び助言を求め

ることができる。 

（任期） 

第４条 委員の任期は２年とする。ただし、再任を妨げない。 

２ 委員に欠員が生じた場合は、第３条に掲げている区分の組織が推薦書を提

出し、推薦された委員が従前の職務を行い、任期は前任者の残任期間とする。 
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（運営） 

第５条 協議会には、会長１名、副会長２名及び監事１名を置くこととし、委

員の中から互選する。 

２ 会長は協議会を代表し、会務を総括する。 

３ 会長に事故あるときは、副会長がその職務を代理する。 

４ 監事は会計監査及び業務執行状況を監査し、定期的に監査報告を行う。 

５ 会長、副会長、監事が任期途中で退職又は辞任した場合は、互選に関わら

ず後任者が従前の職務を行うものとする。また、任期が満了した場合は、後

任者が就任するまでは、任期が満了したと同時に退職した者以外については、

前任者が従前の職務を行うものとする。退職者の職務については、会長又は

副会長がその職務を行うものとする。 

（会議） 

第６条 協議会は、必要に応じて会長が召集し、会長が座長となる。 

（作業部会の設置） 

第７条 協議会には、第２条の具体的実施の検討を行うため、作業部会を設置

する。 

２ 作業部会は、協議会から付託された事項について調査審議し、その結果を

協議会に報告する。 

３ 前項の定めるもののほか、作業部会に関し必要な事項は、会長が別に定め

る。 

（議事） 

第８条 協議会は、委員の過半数が出席しなければ、会議を開き、議決するこ

とができない。 

２ 協議会の議事は、委員のうち会議に出席したものの過半数で決し、可否同

数のときは、会長の決するところによる。 

（費用の負担） 

第９条 第２条に掲げる事業実施に要する費用については、協議会を構成する

関係者が応分に負担する。 

（事務局） 

第１０条 協議会の事務は、石川県及び石川県国民健康保険団体連合会が処理

する。 

２ 事務局に関し必要事項は、会長が別に定める。 

（その他） 

第１１条 この規程に定めるもののほか、協議会の運営に関し必要な事項は、

会長が別に定める。 

附 則 

この規程は、平成１７年６月１３日から施行する。 

附 則 
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この規程は、平成１９年６月１１日から施行し、平成１９年４月１日から適用

する。  

附 則 

この規程は、平成２０年７月７日から施行する。 

附 則 

この規程は、平成２０年１０月３０日から施行する。 

附 則 

この規程は、平成２５年４月１日から施行する。 

附 則 

１ この規程は、平成２７年６月１８日から施行し、平成２７年４月１日から

適用する。  

２ 第９条に定める経費については、国から助成を受けられる間については、

当該助成額を控除して得た額とする。 

附 則 

１ この規程は、平成２８年４月１日から施行する。 

２ 第９条に定める経費については、国から受ける助成額を控除して得た額と

する。 

附 則 

この規程は、平成２９年４月１日から施行する。 

附 則 

１ この規程は、平成３１年１月２９日から施行する。ただし、第３条第１項

の改正規定及び次項の規定は、同年４月１日から適用する。 

２ 石川県保険者協議会設置運営規程の一部を改正する規程（平成２８年２月

２９日決定）の附則の一部を次のように改正する。 

 附則第２項中「助成を受けられる間については、当該」を「受ける」に改

める。 
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石川県保険者協議会作業部会運営要領 

（目的） 

第１条 石川県保険者協議会規程第７条の規定に基づき、石川県保険者協議会作業

部会（以下「作業部会」という）を設置し、石川県保険者協議会（以下｢協議会｣

という。）から付託された事項について調査・審議することにより、協議会の円

滑な運営に寄与することを目的とする。 

（任務） 

第２条 作業部会は、前条の目的を達成するため、次に掲げる事項について検討を

行う。 

（１）石川県内における医療費の調査、分析、評価に関すること。

（２）各保険者の保健事業の共同実施に関すること。

（３）各保険者の独自保健事業についての調査及び情報交換に関すること。

（４）その他目的達成に必要な事項に関すること。

（構成） 

第３条 作業部会は、石川県内の次の区分からの推薦による委員若干名をもって構

成する。 

（１） 健康保険組合関係者

（２） 全国健康保険協会関係者

（３） 国民健康保険関係者

（４） 共済組合関係者

（５） 後期高齢者医療広域連合関係者

（６） 石川県関係者

２ 作業部会は、必要に応じて関係者の参画及び助言を求めることができる。

（任期） 

第４条 委員の任期は、２年とする。ただし、再任を妨げない。 

２ 委員に欠員が生じた場合は、第３条に掲げている区分の組織が推薦書を提出し、

推薦された委員が従前の職務を行い、任期は前任者の残任期間とする。 

（運営） 

第５条 作業部会には、部会長１名、副部会長１名を置くこととし、部会委員の中

から互選する。 

２ 会議は、必要に応じて協議会会長が召集し、部会長がその座長となる。 

３ 部会長に事故あるときは、副部会長がその職務を代理する。 
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４ 部会長、副部会長が任期途中で退職又は辞任した場合は、互選に関わらず後任

者が従前の職務を行うものとする。また、任期が満了した場合は、後任者が就任

するまでは、任期が満了したと同時に退職した者以外については、前任者が従前

の職務を行うものとする。 

（費用の負担） 

第６条 作業部会の運営等に要する経費については、作業部会を構成する関係者が

応分に負担する。 

（事務の処理） 

第７条 作業部会の事務は、石川県及び石川県国民健康保険団体連合会が処理する。 

（その他） 

第８条 この要領に定めるもののほか、作業部会の運営に必要な事項は、協議会会

長が別に定める。 

附  則 

この要領は、平成１７年６月１３日から施行する。 

附  則 

この要領は、平成１９年６月１１日から施行し、平成１９年４月１日から適用する。 

附  則 

この要領は、平成２０年７月７日から施行する。  

附  則 

この要領は、平成２０年１０月３０日から施行する。  

附  則 

この要領は、平成２５年４月１日から施行する。  

附  則 

この要領は、平成２９年４月１日から施行する。 

附  則 

この要領は、平成３１年１月２９日から施行する。 
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協議事項 

（１）石川県保険者協議会作業部会部会長、副部会長の選任

について

（２）令和７年度作業部会への付託事項について

１）特定健診受診等啓発ポスター作成について

特定健診受診啓発という目的は継続し、新たなテーマの検討 

※特定健診等に係る受診率向上のための普及啓発事業として

国庫補助を申請しているため。

≪参考≫ 

平成２７年度から令和３年度まで北陸新幹線と男性をモチーフに作成 

令和４年度はこれまでの図柄を全面的に変更。 

ポスターの背景に全保険者のキャラクターまたは市町の章、社章を並べる 

２）データヘルス等推進事業の充実について

データヘルス等推進支援事業に係る国庫補助金の増額分を活用し、

以下の事業について充実内容の検討。 

① 石川県内における健診データ等の分析

② 重症化予防による生活習慣病対策推進事業



部 数 備　考

健康保険組合連合会石川連合会等 16
健保連石川連合会　5部（予備含）
健康保険組合　11組合×1部

全国健康保険協会石川支部 20 要求部数に応じ配布

共済組合保険 12 4組合×3部

石川県内市町国保 57 19市町国保×3部 

石川県医師国保組合 3

石川県後期高齢者医療広域連合 3

石川県健康福祉部健康推進課 3

石川県医師会 280
郡市医師会（金沢市医師会除く）
250機関＋予備30

金沢市医師会 210 金沢市内医療機関　190機関＋予備20

石川県薬剤師会 500

加賀支部 　29機関
小松・能美支部　　67機関
白山・ののいち支部　71機関
金沢支部 　208機関
河北支部 　30機関
羽咋支部 　15機関
七尾・鹿島支部　　27機関
能登北部支部　　　19機関
※上記8支部に予備各2部
本部予備18

石川県商工会連合会 21

石川県スーパーマーケット連絡協議会 100 12社（加盟店舗）

石川県公衆浴場業生活衛生同業組合 40 38社（加盟店舗）

その他（国保連合会内掲示） 4

1,269

81

1,350総数

配布先

配付枚数計

予備

 1 
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特定健診受診等啓発ポスター標語案 

１ 自分のからだ 自分で守ろう 健診で 

２ 私への健康ギフト「特定健診」 

３ 受けよう特定健診！がん検診も忘れずに！ 

４ 健康なからだを作るのは 毎日の積み重ね 

５ けんしんであんしん 

６ 自分の体を知ろう！ 

７ 人生の相棒 守れるのはあなただけ 

８ 健康あっての日常です ～大切なあなたと家族のために～ 

９ え！特定健診まだ受けてないの！ 

１０ 今年こそ特定健診 

１１ 健診で安心！あなたが元気だと、ちょっとうれしい 

１２ 健診で安心！あなたの健康、今がいちばん若い日 

１３ 健診結果は 健康への道標 

１４ 受けよう健康診査 のばそう健康寿命 守ろう皆保険 

１５ 年に１回 健康チェック！ 

別紙 
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データヘルス
計画学習会
（回数を増や
す等）

重症化予防
による生活習
慣病対策推
進事業（被用
者保険での
実施等）

石川県内にお

ける健診デー

タ等の分析に
ついて（データ

集約又は分析
に係る費用

等）

医療機関へ
の受診勧奨
通知の作成

上記以外に
希望する事

業
（希望する事業）

32 13 18 19 10 7 3

(84%) (41%) (56%) (59%) (26%) (70%) (30%)

10 13 13 4 1

(48%) (62%) (62%) (80%) (20%)

2 3 5 3 1

(22%) (33%) (56%) (75%) (25%)

1 1

(100%) (100%)

1 1 1

(100%) (100%) (100%)

2 3 7 4 1

(20%) (30%) (70%) (80%) (20%)

9 12 10 2 2

(50%) (67%) (56%) (50%) (50%)

2 1 1

(100%) (50%) (100%)

2 1 1

(100%) (50%) (50%)

職
種
別

5

4

12管理栄養士

国保

被用者保険 9

21

所
属
別

広域連合

健診機関

1

1

10事務職

保健師 18

その他 2

新規事業を行う（単位：人）現行事業の充実を行う（単位：人）

計

5

4

各保険者が啓発に利用で
きる食生活改善や生活習

慣病予防のための運動方

法などの情報提供

学習会の継続開催

1

医科同様に歯科(歯科治

療と歯科健診)における健
康課題の抽出、成果を分

析してほしい

 5 
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H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6

北陸鉄道

南加賀 小松市 能美市 小松市 能美市 能美市 能美市 小松市 能美市

能美市

石川中央 内灘町 野々市市 白山市 津幡町

津幡町 内灘町

能登中部 志賀町 宝達志水町 宝達志水町 珠洲市 志賀町 中能登町 志賀町

能登北部 羽咋市 中能登町

11/13～15 9/19～21 7/9～11 10/20～22 11/17､18
11/10、
29､30

10/10､11､
11/8

10/30､
11/28､29

実
施
保
険
者

二
次
医
療
圏

実施時期

被用者保険者

 7 



  

（保健指導同行者） 

講師の保健指導を見学し、本人の言葉から保健指導の種を拾ってつなげていく

こと（本人の興味関心のあるところから保健指導をはじめる）が、保健指導の入り

口として入りやすいと感じた。また、指導者側が話すだけで終わることなく、「こ

のまま話を続けて大丈夫か？」本人のペースに合わせて確認をとりながら、進めて

いくことで、一方的な保健指導ではなく、意識づけに効果的な保健指導につながる

と思った。 
1 度に複数の情報伝えるのではなく、的を絞り、毎回訪問の目的（保健指導の目

的）を明確にもって、取り組むことが必要だと感じた。 
文字だけでなく、数値（量）やイラストを用いることで、理解度を深めることにつ

ながると再認識したため、今後も様々なケースで練習を重ねていきたいと思った。 

（保健指導同行者） 
講師の保健指導をみる前は、どのように話を進めていけばよいのかわからなか

ったが、まずは本人に結果をみていただき、気になるところはどこかなど本人が興

味を持っている話から進めるのが重要だと感じた。また、食事時間や内容、回数な

どを聞き取ったメモを紙を本人にお渡しすることで可視化され、普段の生活にど

んなところに課題があるのかなどが整理されると感じた。 

市町国保 A 

（事例検討会出席者） 
対象者の選定では、昨年度も訪問していたケースであったこと、重症化予防対象

者の中で、1 番値が高い方で、対応に難しさを感じている方を選定した。しかし、

勉強会として、今後の対応に活かすことを考えると、稀なケースではなく、どの保

健指導対象者も今後あたる可能性が高いケースを選定することを考えていく必要

があると思った。 

（保健指導同行者） 
事例をどう読み取るか、健診結果と生活実態をいかに身近に感じてもらうかな

ど、本人の自己決定へ導くストーリーも学びになった。 
健診結果からの生活改善の提案をしながら、本人と一緒に考え伴走する姿勢が、

行動変容と継続へつながる。健診結果が改善しなくても責めないことが大切であ

る。 

 8
 



（事例検討会・保健指導同行者）

経年表を読み取る中で、それぞれの数値を関連付けてみることや読み取りから対

象者に使う資料の内容についてわかりやすく教えてくれてとても勉強になった。結

果を読み取る中での本人に聞かなければならない不明点をあげたり、結果から今後

の先読みをして、保健指導につなげて行くことが大切だと感じた。

講師の保健指導を実際に見学して、対象者に質問を投げかけて本人からの発言や

反応を待ったり、対象者が話す内容や疑問をしっかり拾って応えていくことが大切

だと学べた。また、対象者と話す中で、対象者のレベルに合わせた話し方や話の内

容を工夫することも大切だと思った。相手からの発言が難しそうなときは、「これ

だったらどうか」と提案して、相手の反応を見ていたのも参考になった。

今回の研修での事例の読み取り方や保健指導の学びを活かして、一方的に保健指

導をするのではなく、話した内容を理解できているか時々確認しながら一緒に考え

ていける、住民のための保健指導を行えるようになりたい。

（事例検討会・保健指導同行者） 

今回事例を提出し、自分の読み取りと講師の読み取りを比べてこの考え方でよか

った、ここはこう考えればよかったと振り返ることができ、とても勉強になった。

また、読み取りをする際に、薬の知識がまだまだ足りていないなと感じたため、住

民の方に自信をもって薬の作用機序やメリット・デメリット等を伝えられるよう、

勉強したい。

実際に、事業後に訪問した方で、数年前に薬を飲んでいたが今は飲んでいないと

いう方にその時服用していた薬の作用機序について資料を用いて説明すると「あー

なるほどね」「そういう薬だったんだね」という発言があった。自分が飲んでいる

もののことについてはやはり興味をもってもらいやすいのかな？と感じた。

まずは興味を持ってもらい、自分事として考えてもらえるような保健指導をした

い。

午後からは実際に講師の訪問に同行し、住民の発言を拾いつつ、ポイントを押さ

えながら流れるように保健指導をしていく様子がとても印象的だった。次回の訪問

にもつなげていただけたので、訪問を重ねながら、住民と一緒に考えていきたい。 

市町国保 B 
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市町国保 C 

（保健指導同行者）

苦手意識があった薬は訪問の最後に聞いていた。私の保健指導は

理解してほしい糖毒性のことが中心になっていた。相手の知りたい

に応える保健指導をしたい。その上で、第２段階・第３段階を行っ

たり来たりしながら問題意識を持ってもらいたい。 

私の保健指導は読み取ったことの説明になっていた。全部伝える

ことはなかったが、それでも住民にはボリュームが大きかったと思

う。講師のように身体の中でどんなことが起こっているのか図式化

すると住民はイメージしやすい、記憶に残る。薬も口から入るもの。

食べた物が身体でどうなっているのか、それが健診データとどうつ

ながっているのか、目の前の住民用の資料を訪問先で描けるように

したい。

（保健指導同行者）

読み取りの部分で、自分の読み取りでは、住民への作戦として読み取りをすることが出来ておらず、知識での読み取りで終わっていることに気が付きまし

た。実際に住民と話をする場面をイメージしながら、そのまま使えるような読み取りを行って行きたい。 

重症化予防の方の訪問の入りとして、お薬手帳を見せてもらうという言葉かけから入るということを自分の重症化予防の訪問でも実践したいと思いました。

これまでの自分の訪問では「体調お変わりないですか？」など、当たり障りのない入りとなっており、訪問を受ける住民視点では、訪問目的や話を聞くメリ

ットを認識してもらえず、浅い訪問になっていたのではと考えさせられました。住民が興味を持っている内容は、住民自身が飲んでいる内服薬の作用等につ

いての情報だということも意識して、実践に取り組んで行きたい。

（保健指導同行者）

講師の糖代謝の説明（肝臓の絵を描いて、食べたものがどう代謝

されるのか）は、とてもわかりやすく頭にスッと入ってくる伝え方

であり、自分もまずはそのまま真似をして住民に伝えてみたいと思

う。 

なぜ先生はこの薬を出したのかという視点でお薬の身体での仕

組みを伝えられると、きちんと飲まないといけないこと、効果を出

すためには薬に合わせた食べ方をしないといけないことがわかる

と感じた。自分にはこの視点が欠けていたが、今からでもできるこ

となので糖尿病治療中の方にはお薬手帳を見せてもらいながら一

緒に確認していきたい。
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【参考】石川県保険者協議会「令和６年度データヘルス計画学習会（令和6年11月21日開催）」資料抜粋
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〈参考〉
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歳　 　入 歳　 　出

令和７年度
当初予算

令和６年度
当初予算

増減
令和７年度
当初予算

令和６年度
当初予算

増減

千円 千円 千円 千円 千円 千円

1 国庫支出金 1,176 940 236 １ 総務費 379 361 18

1 国庫補助金 1,176 940 236 １ 総務管理費 379 361 18

2 負担金 874 976 △ 102 ２ 事業費 1,672 1,556 116

1 負担金 874 976 △ 102 １ 事業費 1,672 1,556 116

3 繰越金 227 197 30 ３ 諸支出金 226 196 30

1 繰越金 227 197 30 １ 諸支出金 226 196 30

4 諸収入 2 2 0 ４ 予備費 2 2 0

1 諸収入 2 2 0 １ 予備費 2 2 0

2,279 2,115 164 2,279 2,115 164歳　　　入　　　合　　　計 歳　　　出　　　合　　　計

（歳出の主な増減理由について）
　第２款事業費については、特定健診受診等啓発ポスターの作
成費用について原材料価格の高騰による増額及び、データヘル
ス等推進支援事業の充実に係る増額。

令和７年度石川県保険者協議会歳入歳出予算

款 項 款 項

 4
1
 



金 額

千円 千円 千円 千円 千円

1 国庫支出金 1,176 940 236

1 国庫補助金 1,176 940 236

1 1,176 940 236

1 1,176

保険者協議会運営補助金 1,176

2 負担金 874 976 △ 102

1 負担金 874 976 △ 102

1 負担金 874 976 △ 102

1 負担金 874 各構成保険者負担金 874

3 繰越金 227 197 30

1 繰越金 227 197 30

1 繰越金 227 197 30

1 繰越金 227 国庫補助金返還金 226

前年度繰越金 1

4 諸収入 2 2 0

1 諸収入 2 2 0

1 預金利子 1 1 0

1 預金利子 1 預金利子 1

2 雑入 1 1 0

1 雑入 1 雑入 1

2,279 2,115 164

高齢者医療制度円滑
運営事業費補助金 高齢者医療制度円滑

運営事業費補助金

歳 入 合 計

令和７年度石川県保険者協議会　歳入歳出予算事項別明細書

［歳　入]

款 項 目
令和7年度
当初予算

令和6年度
当初予算

比 較
節

説明
区 分

 4
2
 



金 額

千円 千円 千円 千円 千円

1 総務費 379 361 18

1 総務管理費 379 361 18

1 一般管理費 379 361 18

2 人件費 256 保険者協議会・作業部会 256

9 旅費 15 委員等旅費 15

11 需用費 21 消耗品費、事務連絡費 21

12 役務費 21 電話料、郵便料、手数料 21

14 使用料及び賃借料 66 会場等借料 60

コピー使用料 6

2 事業費 1,672 1,556 116

1 事業費 1,672 1,556 116

1 調査研究費 1,672 1,556 116

2 人件費 529 データヘルス等推進支援事業 320

特定健診等に係る受診率向上のための普及啓発 21

特定健診等の円滑な実施（被用者保険集合契約の締結） 61

特定健診・特定保健指導従事者研修会 127

8 報償費 424 データヘルス等推進支援事業 333

特定健診・特定保健指導従事者研修会 91

9 旅費 244 データヘルス等推進支援事業 194

特定健診・特定保健指導従事者研修会 50

11 需用費 30 消耗品費、事務連絡費、印刷製本費 30

12 役務費 59 郵便料、通信運搬費、手数料 59

13 委託料 181 ポスター作成委託費 109

ホームページ委託費 72

14 使用料及び賃借料 205 会場等借料 120

コピー使用料 70

自動車借上げ 15

3 諸支出金 226 196 30

1 諸支出金 226 196 30

1 返還金 226 196 30

1 返還金 226 国庫補助金返還金 226

4 予備費 2 2 0

1 予備費 2 2 0

1 予備費 2 2 0 1 予備費 2 予備費 2

2,279 2,115 164

比 較
節

説明
区 分

歳 出 合 計

令和6年度
当初予算

［歳　出]

款 項 目
令和7年度
当初予算

 4
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